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ToinvestigatethemorphologicalcytodynamiCsofhumanendometrialtissuerepair

cells,cytoI110rphologicalchangesinregenerationorexperinlent･allyinduced mechanical

endometrialinjurieswerestudiedbymeansofcyt･ology,lightmicroscopyandelectron

nlicroscopy.

Twentyfivegrosslynormalutericurettedintheproliferativephaseandremoved

.oneto14daysaftercurettagewerestudied.

Incytologicalspecimen,theendometrialtissuerepaircellsBrstappearedtwodays

aftercurettage. Insomespecimen,theendonletrialtissuerepaircellscontinued to

appear8daysaftercurettage.

ThenewsurfaceepitheliulnWasObservedtoderivefronttheexposedendsorbasal

il㌦でふ lJI:･･1.1こ･ミi-.いrI-l汀LL=･･LL:t･I).Ih:i-i:.ll､･:･バ什:jyt･ミrL･i帆 :3:_i:昭 .JLLty･r･･こ一日1日･･･.Lt･P.=l}:..

Usinganimmunoperoxidasetechnique,newsurfaceepithelialcellswerepositivefor

keratin.

ThecurettedpartwascoveredcompletelywithBattenednew surfaceepithelium

consistedorrepaircells4daysafterc.urettage.

Participationorthestromalcellsadjacenttothedenudedpartcouldnotbecon-

sideredforsurfacererepithelialization.

Inthisstudy,itwasconcludedthattheendometrialtissuerepaircellsassociated

withendometrialregenerationmightderivefrom theglandlarcellsinbasallayeror

theendometrium.
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{守丁内膜細胞診におし､て時折lLIJ.現寸銅抑泡に召];内膜

修復細胞がある.この細胞群は横の来車不同著しく明瞭

な核小体を持ちクロマチンも多く,時によっては窓性細

胞に類似した形態をLi二る軒隼 ､一般に知と､)Ilている. 細胞

の形態から輝推するとかなり生物学的活性が高いと考え

られるが,この細胞の出現塵序に関しては不明な部分が

多い,

I,･'由勺膜は,拙 二性成熟期に於けるそJ目上.卵巣かJL

I-ンLl)酎響て周期的変化を示し.脱落LL-_llP上を繰E)返す

時輿な組織である.細胞殿形態は,内分泌環境の教妙な

変化により刻々と変わり,蜜た外的原因によっても様々

な変化を示す.例えばホルをソ剤の服済,炎症,流産も

含む経娠性の変化 子宮内リンダの挿入などである.良

然の状態をこおける子宮内膜藤森細胞の位贋付けは,その

症例毎をこ多宅の要素を潜んでおり大変難しいと貰える.

こL.′r)たび. (･宮全摘術l･こ於ける術前検査し′1I1:L,して

行わわる-[･Ili須勺膜組織診により,人目1畑こ作E)出された

子宮内綴損傷部の治癒過程,すなわち子宮内膜の再生を

経時的に剥離細胞学的,組織学的に解析し. r'.ErLT.'FJ朋剛を

擾細胞をこ関する興味ある知見を得たので報告する.

対 象 と 方 法

子宮筋腫や予審頚部上皮内癌の診断をこて子宮全摘術を

受ける予窪でありた症例のうち,性成熟期をこあり亨かつ

排卵周期捌嗣調であった25症例を対象とした.それらの

症伸･二村しては.い＼卜でノナ再､増殖粧二二机 ､て術前検査も兼

ナ吊･-rLl､1卜!･:TUL､てr･;由別封棄壁､L.iI-宮内膜組織詮

を施行した.すなわち子宮内膜碍機能層を線状に掻き取

-::･_ハ後11日､∴1･日日雄卜こか1､守 宮全摘術を施行.捕

出された予審を注意深i壊り開き発をこつけた線状の損傷

部を露出させきその部分の周囲の健常子宮内膜とともをこ

筋層内をも一部含めて切り出した.切り出したブロック

はそれぞれが損傷部とそれに隣接する正常子宮内膜を含

むように3-竣部分に分軌 捺印標本,光学蔚教組 (以

下発願)による通常切札 走蜜電子願教組 (以下走査電

願主 それに4症例については透過電子願故鍍 (以f透

過電威)にて観察すべく以下の処理を施した書

第-の部分は損傷部を剥離細胞学的に観察する為,切

り出したプロッタを静かに数回スライドグラスに押 し柑

軌 捺印標本を採取した,それらを直ちに95%ェタブ-

ルで閣定,パパエコロ-染色後,光顔にて観察 した,

第∴LT)部分は光頻用に-IL-′･'ン液で 同 定 後 べニラI'(ンに

て包埋 した.切杵は-∵トキこリン:r-+ ジ ンで 染 色し.

は免疫組織学的手法をこより,新生 されつりある上皮をこお

けるケラチソの存在を調べた.

素 面 を傷 つ け ぬ様 注 意深 くコルタ板にピソで張り付軌

200'/′i1- ′L~′'Jl:;ごtニトで岡定. PLンニン･十rLミrL7

人法 で 他用廿 LfJ,.脱水後中間液､_l二して酢酸仁/~,'ミ′L

を使 い臨 界 点 乾燥させ塵パラジウムを蒸著し走査電顕をこ

て観察 した.

第(7LTt,')部分に一,t､ては透過電雌にて観察する為.損傷

部を隣接する正常子宮内膜ととも薄 くスライスし,2.5

.9roゲ,Lヤー.-Ill~r'-′L:,1･:ヒト~C:.前岡足掻 1.()Oo十一八ミrtJJ､酸

で後固定,脱水後ー~''･l:,,Lで1'卜で包押 した.そL,')後超薄

切片を作成 し酢熊 Tl′-L.ランとI/:r-ン頼針 で二範染色後透過

電舶iこて観察 した.

結 果

1. 子宮内膜損傷部から採取された捺印標本に関

する検討

損傷後lL=｣の標本では,いわゆる子宮内膜修復細胞

は見られず,細胞の崩壊軌 捜出専艶 正常子宮内綴細胞

等が+'脛,観察された.

榔射妾2日t汗)標本か～､),いわゆるJ'-宮内膜修復細胞

出現した.寸左,Ilイ'}N/ぐl比が人きく,好塩基性LT)細胞

質を持ち,明瞭な核小体と練額粒状クロマチンパタ-ソ

の核を備えた細胞集団がシ… 卜状をこ観察きれ始めた.

症例にユ･,てLHIu悔後8iHIL17)僅宥二丈)同様ハ細胞集

団が見られたが,それぞれの標本をこおいでは異型度をこ教

妙左差/)-J,ll､),ttIJ..抜け人.卜†く[･･-I.極小休ハ数. '7rJ-~∵

チソの盈等から見て慶も殿型が強いと考えられたのは,

損傷後11日日に出現 した打･;｢瑚捌射踊欄腔 Ji'rい､じ

2. 光顕fこよる組織切片の検討

損傷後 日3日の標本では損傷部素面闘 豊フィブリンや

浸出液をこ覆われ,付近の間質には軽度の浮腫と魔かな小

円形細胞浸潤が見られた.損傷部の内膜腺開口部は上部

を破壊きれヲもぎ取られた様に断端をさらしていた,

損傷観望日日の標本をこ於いては損傷部に開口した幾つ

かの内膜腺上皮より連続的に扇平でごく薄い上皮が損傷

部を正に硬いつくきんとしている像が観察された.それ

らの再生上皮は既存の内B莫腺上皮の細胞をこ比し扇平で,

胸体は好塩基性に染まり,大小不同の核はそれぞれ著明

な核小体を有していた.免疫組織学的手法によりこの再
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写真 1 掻噸筏lFl卜),損傷郡LJ.1内膜螺開H部再
珪 卜皮はま畑 Hf.Liしていなし､.い 250)

写藻 望 掻確後望日田,損傷部の残存する内膜腺
上皮より連続的をこ薄い新盤上皮がのぴて
いる. (i-I.E染色,＼2()0)

牛 1-.枚には keriltill(')存在が確認された.

損傷4日目の標本では扇平だった新盤上皮は丸みを帯

び,核の大小不同が更に著しくなり,その鶴核小体の数

の増加や按分剖像も観察された.

その後の内膜の損傷部位は,表面を覆う再生上皮が日

を追って周囲の正常子宮内膜と同じ形態をとってきたの

105

写真 3 2円目の捺111標本に的ムT)てtli現Lた子宮
内膜修復細胞.シー一･･卜扶配列,著明な柁
･ト体,柁クUマナン増樹f-I-i).
(PEIP染色,＼400)

写実 ･1 様相後2Ll｢l,既存の内膜腺上皮と連続
し.fl'1'L､｢lJl机こ伸展してきたflf牡 l二皮.
(＼250)

に比 し,r即行部の回復は遅延 し,様相によって作r-)Ilた

-泉の溝は,少なくとも8日目までの標本濠では容易に

に識別可能であった.全経過を通 し丁掴傷部cT)問質は浮腫

状で間質細胞が疎L-)に存在し,fhAr一一､た変化は観察でき
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写真 5 撞瞳掩;tl】H.轟､l;/trT･L:F･､1上新隼 卜皮は
丈か高く左再三汗〕大小ィ､車J,紺地J,J裂像
もfJ'り. (ll.トこi損一㌦ ~､L､2()〔い

写真 6 掻順後4日rlLJyf･;LIT.'内膜f酎5調印胞,核の
大小ィ､車]斉しく.異型が強い.

写棄 7 掻瞳後4L廿I.和型ハ損傷部出二王粧こ全血
再L./1:.I-.皮に確hI,tてし､る. (＼42~1)

写真 8 ′号真7L/T月11二木'Z;良,内膜順'.T)開【】部と関

目部叫 言粧上 組錦町 ,'1搬縄 ヒ封 ､ト 十細
胞か折 り車左p;t二,..i･t一に増牛 してし､る.
(＼19Ol

写真 9 掻帽浬4日日,明瞭在基底板,疎らで短

し､微縄E,問'fli'紬抱が再牛 仁乾L･'l蓮如Jt郡

-接近し,胞体を密告させている.
(＼2.lX)01

写実10 掻喉後5F.=主 細胞の丈は高 く在り.桝

繊毛の密度 も増加,隣接する細胞とは基
底近 くでは飯倉をこよ り, 錬磨柳では

dcsmosonleで接合. (＼2.OOO)
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写夷11 撞便座 ･H 廿上 再牛 卜皮(yl中には ci王j()I

際哲鵬 毘孟馬を墨する細胞も散 鼠 きれ るよ

なかった弔

:i. 走査電閑による損傷部表面の検討

損傷練 lu田の標本では損傷部はブイブ リソや細胞の

崩壊物 と思われる物に覆われており所々をこ内膜腺開m部

が観察された｡内膜腺は擾縄の為不自然に断裂 してお印軍

内膜再生像はまった く見 られなかった,

損傷後:.-3日日ハ標 本て且 損傷部鋸 ミ∴裾 二叔 母′二㌦1~1

内膜腺開口部より,疎らな教繊毛を持ち細胞境界が明瞭

で扇畢な新生上皮が同心円状をこ,あたか魁朝顔の花殿様

をこ周囲に鉱がり始めるのが観察された昏その節盤上臆をこ

ぼ紡毛纏胞は殆ど見られず,同じ検体の正常部分のタ線

毛細胞が多数存在する内膜腺粥日部の所見とは著しく輿

なっていた.

損傷後･1吉日巨､哨}堅木てい汗､服 蝶開目許.い雄噸 トこき

た新盤上皮の,疎らで短かった倣線 毛私均山とな巧個々

(.)細胞も~九味を増 t,【巨∴1(､iliいtL,il=(､轟 十.示寸和服

魁散鬼さ的.るようをこなつた,それぞれの内膜腺の開口部

の問の呆ペ-弟はき紡錘形の予教繊毛を掩った細胞が折

り登なるように噌生 し管損傷部は完全をこ新盤上皮で覆い

民 くされていたB

fE湖･綾川=l巨一際一心.告､E,既∴分泌期にノA(-､た症例に

於ては新生された上皮か転の盛んな分泌像鮎観察された¢

･暮. 透過電顕による新生上皮の検討

損傷後襖日日の標本に於げる新盤上皮は明瞭な基底板

を備えヲ短 く且つ疎らな敢紙竃を有 し,磯崎の纏胞は比

較的丈が伏工 /Tl.L､iこ朕合にこい1持合いこい;i:.類門彬

の榛が脇藤に責める割合は漉きくず按険は金屑をこわたっ

汗平等に分布L.1こいた.＼描=吉昭 紺願が断牛 卜皮ハ基吐部

-接近 し,その胞体の一部を再生上皮の基底板-牽厳選

1()7

抱腹後 :r)日日L7~)標 本に於ける新生 L皮は.徴紙 tH)A_､

を右 L, 基氏部に近い所では朕 合により. 腺粋側てこよ

し1t､smいSOlm一に∴1､ろ接 合が見i､､Jl上.

考 案

修復細胞Li-.い ･'_)語は純粋に剥離細目rLd/押勺名称 ご･:¢)り.

腺細胞優域であれ甘偏平上皮細胞慣域であれ賢を碍綴綴

字的背景]二して. 卜乾し｢)畔 上恒子1--わ.･t∵~こい引裾 ∴■出現す

る細胞とさ仁 こいて-.-3p-;i,T内腔､i-い√一､日･J:閉 ざさI豆二槻

所で争鳳つホルをソ殿影響を受け激妙な周期的変化を繰

i)返-･｢[･宮内膜細胞ハ左かiT∴混 ト ∴二:時折出現-‥r:･<-:､了･'rLZLi;

臆測の域を班でも､ないのが現状である⑳

今回(71研鶴 L.F.増酢別使i粧r-ト ト再 汗里勘二キ llL･t､卜

で線状の藤をつける車をこよ鞭や人工的をこ子宮内膜蒋数と

い'-,.軌的状態て日日 ‖臣 .剥離絹悔字でし､･k,nrL,;lM馴笹

森細胞を無税させ賢内膜の藤森過程における子宮内院修

復細胞の動態を確認 した私のである血予嘗内膜惨凝縮鞄

甘 √･ノ由瑚酎即断牽二才Hi_1力､十二-㌔-卜状配叶で畑現 し.

-~1日侶 一二根も･,JWL､累型を皇した.剥離細胞は総て掠輔曹

率として採取 した為芦位置関係がはっき治してお暑プチ驚

内膜修復細胞が内膜損禽部に由来する車は覗毎かであり

-,i)I.

予審内院惨緩細胞を考える上で最終的をこ行き着 く所は,

子宮内膜の丙盤がどの様な機序で起こるかという車であ

ら.

ヒト子宮内膜の蒋盤に関する研究は過去をこ於て数多式

なされているや蓋をこ腰経略がj国教をこ関する転相であるが9

そし7)TlLT_)j･'Et･Ll半明菜'/_.Tl様相練ハ軒 ‖二間.jLて再訂)ド.流私

分娩後L'＼)再′信二聞寸:::亘 it)'Ll､左!:-Ei.再十㌦ 1･くトト~[守,.I

内蛙の丙盤機序解明をこ漉きな示唆を養える転職としてラ

L,:･､･･卜二日 .三.'､ト TL-,i､6!i,71rA宮内膜再Fi:日貨け r三､研究 も

ある甲それら殿枚挙をこ来週する洗切なポイソトがある申

そL7:断上;∴出現 したi早i_守.皮し丁~)両来てある.

日経畔 r)tノト[･'.,FA侶j膜内壁=-.t'澗弼昨沌 巨 そ畑 二葉寸 二々､

E瑚't畑二間 ト1-は.月経二開始後:?-3E卜:-始まil甘経周期

:～)-そ目上ご終了寸′工.i.さオ十J､け,.と:(-,')研究に於て4､人き

な叢ほなら､食滞盤上皮の由来をこ関しては諸説が存在する

が大きくLJ･.~~,に分ける車二ができて､. ･方はff什｣二度LT)起

源十残存 した子宮内膜陳 E-_皮に求ttT)る説日 日0川IrL2､13

であ鞭争機素はその起源を間質細胞をこ求める説旦那且5)管
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ある.

今回叫創碁子宮内膜LT)修復過程LJl観察では既に2王.=1

にして基蛇部の子宮内膜腺開H部か上､)連紬1畑･ニ薄し､断牛

l･_皮が,LtJ.規し,4HF=こ損傷部の総てが完全に腎い尺く

きれた.その新生上皮をこぼ kera血 の存在が証明されず

透過尾脚にて岬鮫皮基底板が存在していた. -jj-再牛 卜

庶出現前後の損傷都周囲の間質細胞は細胞分裂像も少な

く全体におとなしく間質細胞から上皮細胞-の移行像は

観察されなかった,ただ損傷後4円日の標本の透過電顕

での観察で,小数が)間質細腰が再生土成の基底部に接近

し 腹鰭の山部を薦盤上鹿の基底板をこ密著させている像

が見られた.胎生期殿ある時期をこ間葉系の細胞とそれに

接近する【上皮細胞たがう問をこ複雑な相互開床が存在する事

が ･椴i･こ窺.臣､IIL~こいる川lJ'∴ 断牛 卜皮はそ'.I)成熟分化

等i･=_於し､て､直 卜に存(再L引用賀細胞(り酢響十受けてい

るハかも知れたい,

子宮内膜修復細胞は腺癌細胞と紛らわしい形態をとる

率から屯分かるようをこ,かなり生物学的活性が高いと考

えられる,この度の嚢験での再生上皮の出現時期,その

形態.シ- 卜状(]~)配礼 文部位叫 を定かしやサト捺印標

本での子宮内膜修復細胞の位置等を考え合わせると,そ

の細胞の由来はどうあれ,子宮内膜修復細胞とはき損傷

部位を-…-挙をこ覆い尽 くさんとするヲ勢いの旺盛な新盤上

皮そのものと考えられる.

子宮内膜再生をこ及ぼす卵巣ホルモソの影響をこついては

過去に幾つかの研究がある.卵巣を摘出したラビットを

使った嚢験で卵巣ホルモ招ま内膜再生をこ何等影響を与え

ないとする屯の5きゃサまたヒト子宮内膜の修復過程を

観察 し,増鮪臥 l二分泌朋では何fi:_速度が逮(-)としたものt''

などである.このたび殿受験では卵巣ホルをソの影響を

棲み少なくすべく症例は総て偶調な排卵周期を持つ者に

限定 し,且←~,できる限叫1-1し̀廿稚間期 仁I:.に増殖期後期)

にキーlL･リ卜にて (･宮内膜iこ傷を←)けたが.中にはLl･-

に関 しては時間的lこ見ても形態′､打伽こ見てもそIlド,LT)間

をこ明らかな差は認められなかった.但 し症例が少なかっ

た為,卵巣ホルをソが内院の再生をこ如何なる役割を演ず

るのかは不明であった.

子宮内膜損傷部の表面は4日にして新生土成に覆われ

るものの, 損傷部の間質は損傷されなかった部分をこ放 し

て蒋〈,即ち擾塵による線状のくぼみは8日田の標本で

も容易に確認できた.同様の事実を述べた論文且)もある

那,終局は月経周期と内膜の凍樋の時間との関係と考え

られる.掻絶後の内膜再生も月経時の再生とほぼ同じ機

輝で起こるとされているものの,少なくと転間質の増殖

をこ関しては髄の要因も考える必要があると思われる.

結 語

細胞診で貰われていると卜子宮内膜修復細胞の出現塵

序を解明すべく,子宮摘出予定であった25症例を選び,

あらかじめ子宮内膜に損傷を与え (術前検査としての内

膜組織診施行1,人 FI.的に J写,:内膜出-隼｣二いう動的状態

を作り出し 摘出標本について剥離細胞学的見地から子

宮内膜修復細胞を検討 しチ叉子宮内膜の荷敷過程を覚顕

と電歩針で観察 し,1'日､●L')結果を得た.

1) 細胞診で.汁)打ていくイ/.狛勺膜修復細胞十 ･致一二卜

る細胞が内膜損傷後2日日から出現し,症例をこよっては

8｢=1でも見tL一木た.経略的にr･宮内膜修復細胞を観察

すると,-番鼎型の強かつたのは4日目のものであった｡

21 光軸と])観察では.損傷後2日l~卜と吊fl悔部(-I)内膜

腺上皮より薄い新盤腺上皮が伸び始め鵡田は完全に新生

腺上皮で覆われた.この新生腺上皮をこは免疫組織学的手

法によりkeratiTlの存在が証明された.

こい 走 査 電顕による観察では,損傷後2l~=1よ叫鋸軽

部 基 底 に 存在する多数の内膜腺開口部からそれぞれ同心

円状をこ疎らな倣繊毛を持った薄い新盤上皮が伸び始軌

Ll卜=1に甘;i;令に損傷部を硬いつくした.そ(I)頃には新

生腺上皮の教繊毛屯密になり,Cilio宮emeSisを墨する細

胞l)散托された.

zl) 透過電朗での観察では新生_L.皮は既に4口臼にし

て明瞭な基底板を備え予疎らな徽繊毛を持ち丈の低いそ

it吊I')細胞は互いに朕含により接合していた.

5) 非1侮部分の表面は.1t~7にして新生腺 日立-で覆われ

たものの,問質の修復は遅 く,8円目の漂寒をこおいても

キ∴._LllJ卜による線状LJ)くく圭7人は明iL-かに確認できた.

61 最低1/1f=1まで(')総てLl-り標本において新生腺ー_上滅 菌

下の間質細胞には分裂像も'恒亡く.間質細胞かl二,新生.上

皮 へ の 移 行 像 ,濠たはそれを示唆するよう像は捉える寮

が で き な か っ た.
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後藤:予習内膜修復細胞に関する研究

にて発蓑した.)

参 考 文 献

l)Mぐ1_Jennall,(l.Tl:.:En(1川1lL,tl･iこIlrL.酢=tlI･こlti川Iilrttlr

curL､ttLlgビ,^111.).OtlStいt.(1,),TlL､(･01..ll)1:

185--194,1969.

2､IRutherford.It.N.andll･Tt▲t.er,J: ttL､L,LI‖(.T･こIti川1

()fulぐrillt､111uL･いさこlIlflt､r叩い=liI=(.t'uSi~lb川･ti川日日1(1
710rllltllA(､Ii＼･し､1-I･..t.A.M.̂‥ lltJ:l2.1卜 12ti.19:lL'.

こう)Sぐht･nkt,r‥7.(;..Sack,M,I.andI)otiバhlJk,W.7..:

tミ(､L.ぐ目し､I.こIti(= いrrこItlhit(.∩(1川1lt.triunlrり11(川Jing

L.urL､tt乙lgL..AIll.J.()I_1山､t.(~亘n,(Y'1..111:

970-･978,且973.

小 l)al.id.A..Kap111m.A..Herr,I).M .and

(lT.C,rnOhit.<ky.B.: I:JfrpLlt(1日11tT.ilutぐrinL,LlOHtr-

こlL､し､いti＼p(,(1日･iL､し､t'rltht､rぐLT(,‖Llrilliorlいlrt,lbhh

L､ll(1いmL､triLI11l, 【̂11.J.Oh山､t.C,yrlP(､いt..117:

473-′479,1973,

51Tllt,l･enrI.ト A,: Studiestinthei.),tいdy‖こL111iL､ゝし)T

exPt,rilllentこ11日1d(川1PlrialrCLgPnt,r;ltioni一lth(､

ri.lbhit.八111..I.01.1Stt†t.Gy‖L､Ltい1..128:tFJこ1(ト5,15,

1077.

({)Singer,A‥ Reid,B.andCoppltL.ion,M.: '1､t1t､

r(1leofperitonLlitlmom(川U｡ttJilr(･ぐ=ヽ illth(､

陀gemerationoftheuterineepithei主umoftheTat,

Aust.N.I..J.Ohstt､t.(i.111PCO1..8:1(i3-170.

1968.

711trItinn,It.M,Il.: (l](TTlit.lloT･garlS.iTITissuL､

ltepair.Nnl-York､ltW19. ぐ̂こIrlHllirI-7･LTSS.lnc‥

pp.331,

81Nol･ak,E.andTeLind(I.It.W.:Tllt?Pll(lonletriLIrll

ofth(I,nlt-1rlStrLlこItinguterus,十A.M.A..83:

109

tl川ト90(),19L)ll.

91SturLri辞.S.Il.andMt,igL<,∫.V.: I-･:nd=11Lltriこll

J.Surg.,33:36皇卜 384,1936.

t,TldomL,lriこ11LdlP〔1ding(1urillg†10rnl(,-1Inl(､11Strllilti川1,

()bnL､t.(_うyHLlrい)..26:605-621,MG5.

Il一FloIVerL<,tl.fl:.,tTr.andWilhorn.W.tl.: N(､w

ohsLtr＼･;ltiいTl川1th(､I_)hyrゝiOI()ti野()rIll(･nnruiIlio日.

Obst(､1.(_l,yl1ぐ(､い1...51:1(ト2･1.197日.

121Ferenぐ1.y,A.: Stu〔iiL､ゝいnthL-ぐyl日直11mlli(､sor

humilnL､nd川11Lltr-iこIIrt､L,ぐ目し､I.;lli()ll,八m.J.OhHL､1.

Gynt,col.124:(;･卜 丁二i,1976.

1こい Ft･rpnrz.y,A.: SIMliL､u)rltht､C)1odynこ1m心 (-l

huTllil=ぐ‖(1(一melriLIII･(.､節目川Ilion 1̂11.｣.()bst(･t.

(~''ynぐ(､()I..121:flボ:?-:r)i):rl,1976.

1/llPat.)anio)laou.(;.r留.: Ⅰ工pith(､liこllrt､genprati川Iin

lhL､ut(､l~iTlt_､i:1Im(i.Ti;=donthLISurfaceI)lthL､

LltLtruト,∧rll.J.()hstL,I.(l')･rn(､LIO1.,2.F=j:3(卜 37.

1933.

1い IhLrgkh.M.S..Paul.rtitPin,C..7.andW00druff.

J.D.:ROl(､OfslrL)Nilinll､粁Il(､ri山川10fe‖d川11tttriこ11

叩ithL,liL川1,Anl.J.ObLnLIt.GyrlL,し･01.,99:

LJ159-L16tr=l,1967.

161rkxl.q)n‥I.W.: Onthe11こlluTl､Ofli.<ゝU(.inter;IL･1ionh

inLITllbI-γonicski一l,II,xptl.(_､ぐllRc･S..31:

233-ノ235,1963.

171比lILiS,比.andtkl)and,(;.: IJunlilnWOun(11Ⅵ1こIir,

Illllnamnlal川-yC e=S.EPithL､Iiこ1トI†leSH1Chynlこll

IntPrrelIlti川IS.こtn(iドihr()gLlHLl.tis,J.LItlllBiO1..

30:15:卜 1()Lq,19(i(i.

(平成元年 2月23田受付)


